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1 . Iまじめに
大気中の水蒸気易の変動の スケ ー ル は,気圧
などに比べ て 小さなスケ ー ルが卓越す るこ と
が期待される｡ 集中豪雨などは1 0 0キロ メ ー
トルスケ ー ル以下 (メソスケ ー ル と坪ぷ) の水
蒸気場の変動と関連してい ると考 えられ る｡ し
かし, 現状ではこのようなスケ ー ルの水蒸気場
を陸上で観測する有効な測穿がない｡ 皮肉なこ
とに衛星搭載の マイ クロ 波放射計デ ー タを用
いて海上の可降水量は高分解能で教時間間隔
で得 られるようになっ た (図1参照) ｡ 従 っ て ,
陸上を含めたメソス ケ ー ルの 水蒸気場の観測
デ ー タの入力の確保がメ ソスケ ー ル の 気象現
象を予報す るメソ歎値予報モデルの乗用化 に
は不可欠である ｡
本研究の 目的は , G P Sを水蒸気を親潮する
測器として評価し, 数値予報モデル へ の入力等
として 利用するため
■
の 基礎的な特性を調べ る
ことである . G P S観謝網のデ ー タを顎業の数■
値予報モデル へ利用するために 臥 精密予測歴,
敦盛歴などを用い た準リアルタイム の G PS解
析アルゴリズムを開発する必要がある｡ これ ら
のアルゴリズムから求めら
.
れた G PS大気遅延
皇デ ー タを数値予葡モ デルの入力とする には二
`
絶対値や Br adierlt などに つ いて の観測誤差の
統計的な特性 , 親測誤差の時間的変動および観
執誤差の空間的相関 の有無を調査しなければ
ならない｡
本研究Iよ. GPS と他の気象測巻の 同期観測
を行い , そ のデ ー タをもとに準リアルタイム の
G PS解析アルゴリズムから求められたG PS大
気遅延量デ ー タの親潮誤差の特性を評価する｡
( 因2参席)
図1 ･･ マ イク ロ波放射計から求められた可降水圭
(1988年7月12E12 1 t 乃C)
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2. 研究の タ ー ゲッ ト
(1) 統計的な特性の評価
準リアルタイムの Gf5解析アル ゴリズム か
ら求め られた可降水量の デ ー タq)観測誤差 は
の統計 的特性 ヒつ い て以下の ような点の評価
を行う必要がある :
1) ハ ー ドウエ ア､ GP S解析アル ゴリズム専
による親測誤差の違いはあるのか ?
2) 観潮供葦の季節的な変動はある.の か?
3) 観潮精度が極端に悪< なる気象学的､ 測
地学的状況がある のか ?
これらの評価に柱 G PSと他の 気象測奉の 定
常的
_
な比故観測が必要で ある ｡
(2) 親判誤差の時間変動の評価
軌道計算 に精密予報暦を使う こ とによ っ て
G PS の可降水量 デ ー タの額謝親善が時間的 に
劣イヒする可能性がある† この評価の ために, 時
間的に 掛こラヂオメ ー タ ー やゾ ンデ等の観測
を行い, G rS の可降水量デ ー タと比故検討す
る必要がある｡ またこの潜黒から精密予報暦の
精度の 推定の 神助を行う こともでき る と考 え
る ｡
(3) 親潮誤差の 空間的相関の 評価
G PS の可降水量デ ー タの観測誤差は異な る
地点間で空簡略相関を持つ ことが期待きれる.
従らて Glち デ ー タを欺値予我モデル へ 同化す
るときに 臥 この相閑係数の空間的広がりの情
報が必要となる｡ 親潮誤差の空間的相関の 評価
のためには異なる地点で G PSと気象測紫 の 同
時比故観測が必要である｡
3. 研究方法につ い て
(1) 定常的同期観測
G PS と他の気象測券 (気象ゾンデ, ラヂオ
メ ー タ等) との観測地点を気象研究所に構集す
る ｡ ゾンデ事こつ い て は高層気象台等の現業の観
測デ ー タを壌用する . ここで GPS と他の気象
測器との定常 的な 同期観測 を爽行して 親潮 デ
ー タを蓄積する ｡
また､ 通借耗合研究所等 と相互 に G PS, ラ
ヂオメ ー タ等 のデ ー タ を交換 して Gfち気象観
測網を構築してデ ー タを取希する｡
次に,今後開発予定の各種の準リアル タイム
アルゴリズムを用いて , 上記横軸デ ー タか らの
GFS大気遅延量を求める ｡その出力と他の 気象
潮者の 親潮デ ー タから各々 の アル ゴリ ズム の
G PS大気遅延真の観測供養の統計的な特性(季
節や気象条件等による変動) を評価する ｡
(2) 特別観測
つ くば市を 中心 とした関東域で特別観潮を実
施する (今年度の特別鞍測 の辞卿ま別の 報告) ｡
GPS の 可降水量デ ー タの 観測誤差の時間的 な
劣化の評価のために, 時間的に密にラヂオメ ー
タ ー やゾンデ等の観潮 を行 い ､ G PSの 可降水
量デ ー タと比赦する｡ また､ 親測誤差の空間的
相関の評価のため異なる地点で GPS と気象測
器の 同時比故翠測を実施する ｡
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